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別紙１

プ ロ グ ラ ム の 教 育 ・ 学 習 方 法

○ 知識・理解

○ 知的能力・技能

身につく知識・理解等

１ 基礎科学等の理系分野の基礎知識を習得し，

更に，動物学，植物学，生化学，遺伝学の基礎

的知識を徹底して理解習得する。

２ 生物学諸専門分野や学際領域における高度

な専門的知識を理解習得する。

３ 生物学学術論文を読解できるレベルの専門

用語英語を修得する。

教育・学習の方法

１ 基礎となる知識と理解は，専門基礎科目およ

び専門科目の講義において教育する。

２ 専門的，発展的知識と理解は，専門科目の講

義において教育する。

３ 英語の実践的知識と理解は，生物科学セミ

ナーにおいて教育する。

評価

知識と理解は，試験，レポート，討論などを通

して評価する。

身につく能力・技能・態度等

身につけた基礎的知識を生物学的諸問題に応

用できる能力と技能態度を修得する。

１ 自然現象を分析的に観察する思考力。

２ 分析の結果得られるデータを解釈類型化

し，適用可能な概念を特定する能力。

３ 学術論文を読みこなすことができるレベ

ルの論文読解力の修得。

４ 英語学術論文を読解できるレベルの英語

読解力の修得。

教育・学習の方法

基礎的な分析力と解釈の能力は生物科学基礎実

験および演習で教育する。

最終的に，高度な分析力と解釈の能力および読

解力は，卒業研究と並行して実施する演習におい

て教育する。

評価

日常発揮される行動や発表態度および提出され

たレポート内容を通して評価する。習得段階を考

慮して評価する。





別紙２

主専攻プログラム モデル体系図 理学部 生物学プログラム

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

コミュニケーションIA（◎） コミュニケーションIIA（◎） コミュニケーションIIIA（○） コミュニケーションIIIA（○）

コミュニケーションIB（◎） コミュニケーションIIB（◎） コミュニケーションIIIB（○） コミュニケーションIIIB（○）

ベーシック外国語I（○） ベーシック外国語II（○） コミュニケーションIIIC（○） コミュニケーションIIIC（○）

コミュニケーション基礎I（△） コミュニケーション基礎II（△）

領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○）

平和科目（○） 平和科目（○）

パッケージ別科目（○） パッケージ別科目（○）

一般化学（○） 基礎物理化学（○）

統計学A（○） 統計学B（○）

統計データ解析A（○） 統計データ解析B（○）

数学概説（○） 情報数理概説（○）

物理学概説A（○） 物理学概説B（○）

化学概説A（○） 化学概説B（○）

生物科学概説A（○） 生物科学概説B（○）

地球惑星科学概説A（○） 地球惑星科学概説B（○）

基礎生物科学A（◎） 生物科学セミナー（◎） 動物生理学A（○） 先端生物学（○） 植物生態学B（○）

基礎生物科学B（◎） 微生物学（○） 植物分類学（○） 植物生理学A（○） 分子遺伝学B（○）

植物生態学A（○） 生化学A（○） 生化学B（○） 細胞生物学B（○）

分子遺伝学A（○） 植物形態学（○） 動物生理学B（○）

動物形態学（○） 発生生物学A（○） 植物生理学B（○）

遺伝学（○） 比較発生学（○） 発生生物学B（○）

動物の系統と進化（○） 情報生物学（○） 進化遺伝学（○）

細胞生物学A（○） 分子細胞情報学（○） 内分泌学・免疫学（○）

情報活用演習（◎）

健康スポーツ科目（○） 健康スポーツ科目（○）

関連するデータを収集し
評価する能力。

基礎科学等の理系分野
の基礎知識を習得し，更
に，動物学，植物学，生化
学，遺伝学の基礎的知識
を徹底して理解習得す
る。

１．体力・健康づくりの必要性
を科学的に説明できる。
２．スポーツの実践を通じて，
生涯にわたってスポーツを楽
しむ意義や，マナー・協調性な
どの重要性を理解し，説明で
きる。

１．各学問領域について，その
形成過程・発展過程を説明で
きる。
２．各学問領域が文化・社会と
どのように関わっているのか
について，説明できる。

１．多角的な視点から平和に
ついて考え，自分の意見を述
べることができる。
２．理念と現実の葛藤を含め，
平和を妨げる種々の要因とそ
こでの複雑な様相について理
解し，説明できる。

人類や社会が抱える歴史的・
現代的課題（社会のしくみと科
学の在り方，知の営みの意
味，いのちの重み，多様な文
化間の交流や対立，自然と共
生する意義など）について，多
角的な視点から説明できる。

１．情報を活用するためのモラ
ルと社会的課題について理解
し，説明できる。
２．情報に関する基礎的知識・
技術・態度を学び，情報の処
理や受発信を適切に行うこと
ができる。

１年

知
識
・
理
解

２年 ３年 ４年

各科目に応じた基礎学問の論
理的骨格や体系及び学問形
成に必要な知識・技術を理解・
習得し，説明できる。

教養教育
到達目標

１．外国語を活用して，口頭や
文書で日常的なコミュニケー
ションを図ることができる。
２．複数の外国語を活用するこ
とで，多くの言語や文化を理解
できる。

知
的
能
力
・
技
能

（専門教育における）
学習の成果

１ 基礎科学等の理系分
野の基礎知識を習得し，
更に，動物学，植物学，生
化学，遺伝学の基礎的知
識を徹底して理解習得す
る。
２ 生物学諸専門分野や
学際領域における高度な
専門的知識を理解習得す
る。
３ 生物学学術論文を読
解できるレベルの専門用
語英語を修得する。



主専攻プログラム モデル体系図 理学部 生物学プログラム

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１年 ２年 ３年 ４年教養教育
到達目標

（専門教育における）
学習の成果

生物科学英語演習（◎）

公開臨海実習（△） 海洋生物学実習B（△） 発生生物学演習（○）

細胞生物学演習（○）

分子生理学演習（○）

植物分類生態学演習（○）

植物生理化学演習（○）
植物分子細胞構築学演習（○）

分子遺伝学演習（○）

分子形質発現学演習（○）

遺伝子化学演習（○）

進化発生学演習（○）

島嶼生物学演習（○）

植物遺伝子資源学演習（○）

両生類生物学演習（○）

生物学実験（◎） 物理学実験（○） 地学実験（○）

化学実験（○）

生物科学基礎実験Ⅰ（◎） 生物科学基礎実験Ⅱ

門
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別紙４

プ ロ グ ラ ム 到 達 度 評 価 項 目 と 評 価 基 準 の 表

○ 知識・理解

評価項目
非常に優れている

(Best)
優れている

(Modal)
基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）

※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

基礎科学等の理

系分野の基礎知識

の習得

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。２.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

０以上を基準とす

る。

基礎生物科学 A (1)

基礎生物科学 B (1)
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力の修得 度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。２.

５以上を基準とす

る。

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

５以上を基準とす

る。

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

０以上を基準とす

る。

○ 知的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)
優れている

(Modal)
基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）

※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

身につけた基礎

的知識を生物学的

諸問題に応用でき

る能力の修得

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，１

(T)，０(N)）をもと

に総合的に評価し

（３.０満点），２.

５以上を基準とす

る。

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，１

(T)，０(N)）をもと

に総合的に評価し

（３.０満点），１.

５以上を基準とす

る。

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，１

(T)，０(N)）をもと

に総合的に評価し

（３.０満点），１.

０以上を基準とす

る。

発生生物学演習(8)

細胞生物学演習(8)

分子生理学演習(8)

植物分類生態学演習(8)

植物生理化学演習(8)

植物分子細胞構築学演習
(8)

分子遺伝学演習(8)

分子形質発現学演習(8)

遺伝子化学演習(8)

進化発生学演習(8)

島嶼生物学演習(8)

植物遺伝子資源学演習
(8)

海洋生物学実習Ｂ(5)

公開臨海実習(3)

両生類生物学演習(8)
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○ 実践的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)
優れている

(Modal)
基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）

※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

身につけた基礎

的 知 識 を 元 に 実

験・調査などを遂

行する能力の修得

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，１

(T)，０(N)）をもと

に総合的に評価し

（３.０満点），２.

５以上を基準とす

る。

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，１

(T)，０(N)）をもと

に総合的に評価し

（３.０満点），１.

５以上を基準とす

る。

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，１

(T)，０(N)）をもと

に総合的に評価し

（３.０満点），１.

０以上を基準とす

る。

生物科学基礎実験 I(3)

生物科学基礎実験 II(4)

生物科学基礎実験 III(5)

生物科学基礎実験 IV(6)

海洋生物学実習Ａ(3)

植物地理学実習(3)

宮島生態学実習(4)
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○ 総合的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)
優れている

(Modal)
基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）

※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

研究の実行・解

析能力の修得

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新しい実験・

研究手法。

３ 実験事実の解

析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目に

ついて，総合的に

判断して，卓越し

ている。

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新しい実験・

研究手法。

３ 実験事実の解

析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目につ

いて，総合的に判

断して，優れてい

る。

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新しい実験・

研究手法。

３ 実験事実の解

析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目につ

いて，総合的に判

断して，及第点で

ある。

卒業研究(7,8)



生物学プログラム（理学部）

1

別紙５

担 当 教 員 リ ス ト

担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考

菊池 裕

担当授業科目：発生生物学 B，情報生物学，

先端生物学， 発生生物学演習，

卒業研究

研究室の場所：理学研究科 A311

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：yutaka@hiroshima-u.ac.jp

細谷 浩史

担当授業科目：細胞生物学 A，細胞生物学演習，

卒業研究

研究室の場所：理学研究科 A312

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：hhosoya@hiroshima-u.ac.jp

小原 政信

担当授業科目：動物生理学 B，情報生物学演習，

卒業研究

研究室の場所：理学研究科 A302

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：msobara@hiroshima-u.ac.jp

山口 富美夫

担当授業科目：植物生態学 A，

植物地理学実習，卒業研究，

植物分類生態学演習

研究室の場所：理学研究科 A509

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：yamatom@hiroshima-u.ac.jp

高橋 陽介

担当授業科目：植物生理学 A，基礎生物科学 B，

植物生理化学演習，卒業研究

研究室の場所：理学研究科 A508

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：ytakahas@hiroshima-u.ac.jp

鈴木 克周

担当授業科目：微生物学，卒業研究，

植物分子細胞構築学演習

研究室の場所：理学研究科 A410

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：ksuzuki@hiroshima-u.ac.jp

安井 金也

担当授業科目：動物形態学，海洋生物学実習 A，

進化発生学演習，

海洋生物学実習 B，卒業研究

研究室の場所：理学研究科 C113

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：furaha@sci.hiroshima-u.ac.jp



生物学プログラム（理学部）
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別紙５

担



生物学プログラム（理学部）

3

別紙５

担 当 教 員 リ ス ト

担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考

植木 龍也

担当授業科目：動物生理学 A，

分子生理学演習，卒業研究

研究室の場所：附属臨海実験所

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：ueki@hiroshima-u.ac.jp

嶋村 正樹

担当授業科目：植物分類学，生物科学基礎実験Ⅲ

研究室の場所：理学研究科



生物学プログラム（理学部）

4

別紙５

担 当 教 員 リ ス ト

担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考

守口 和基

担当授業科目：細胞生物学 B，卒業研究，

植物分子細胞構築学演習，

生物科学基礎実験 I

研究室の場所：理学研究科 A413

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：kmoriguc@hiroshima-u.ac.jp

高瀬 稔

担当授業科目：内分泌学・免疫学，

両生類生物学演習，

担室の場所：内生泌生物生室，


